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政
府
か
ら
の
財
源
移
譲
に
よ
る

地
方
分
権
の
強
化
は
、
大
正
末
期

か
ら
石
橋
湛
山
氏
ら
の
提
唱
す
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
小
泉
改
革
の

中
で
も
全
く
同
質
の
考
え
方
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
二
、
三
年
ほ
ど
か
け
て

国
の
行
財
政
構
造
が
改
革
さ
れ
る
な
か
で

ど
の
よ
う
な
姿
が
あ
ら
わ
れ
る
か
、
国
民

は
も
ち
ろ
ん
海
外
の
有
識
者
も
見
守
る

テ
ー
マ
に
な
る
。

た
だ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
地
方

自
治
体
の
自
立
性
の
構
築
条
件
に
「
町
村

合
併
」
と
い
う
前
提
が
あ
る
こ
と
だ
。
現

在
で
も
町
村
合

併
の
声
は
絶
え

た
こ
と
が
な

く
、
今
年
の
五
月
一
日
現
在
二
千
五
百
五

十
四
あ
る
町
村
は
最
終
的
に
は
三
百
に
統

合
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
声
も
あ

る
。
統
合
が
よ
い
の
か
、
町
村
間
の
話
し

合
い
に
よ
る
広
域
行
政
が
よ
い
の
か
、
そ

の
選
択
を
地
方
自
治
体
に
ま
か
せ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
地
元
の
大
学
・
企
業
・

マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
有
識
者
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
、
時
間
を
か
け
た
議
論
を
尽
す

べ
き
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
は
じ
め
に

合
理
化
あ
り
き
」
で
出
発
す
る
と
、
地
方

自
治
体
を
ス
リ
ム
化
さ
せ
る
た
め
の
施
策

が
先
行
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
手
薄
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
具
体
的
に

は
、
合
併
す
る
に
せ
よ
し
な
い
に
せ
よ
、

新
し
い
行
財
政
構
造
の
中
で
、
基
準
財
政

需
要
と
基
準
財
政
収
入
の
自
治
体
ご
と
の

洗
い
直
し
が
併
行
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。合

併
論
議
の
中
で
も
う
一
つ
留
意
し
て

欲
し
い
の
は
「
世
教
」
の
力
で
あ
る
。
明

末
の
儒
者
で
行
政
官
で
も
あ
っ
た
呂
新
吾

が
『
呻
吟
語
』（
し
ん
ぎ
ん
ご
）
と
い
う
著

書
の
中
で
説
い
て
い
る
も
の
だ
が
、
平
た

く
言
え
ば
「
世
間
の
教
え
」
で
あ
る
。
わ

が
国
で
も
昔
か
ら
「
嫁
を
貰
う
な
ら
あ
の

町
か
ら
貰
え
、

婿
を
探
す
な
ら

あ
の
村
の
若
衆

が
い
い
ぞ
」
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
ご
と

に
人
を
育
て
る
力
が
あ
っ
て
、
永
い
間
に

は
評
価
の
系
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
世
教
が
町
村
合
併
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
公
民
館
が
中
心
に

な
っ
て
「
世
教
」
の
合
併
効
果
が
出
る
よ

う
に
考
え
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
あ
る
町
で

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
ら
運
転
手
が
五
秒
ほ

ど
祈
っ
て
か
ら
発
車
し
た
と
教
育
学
者
の

伊
藤
隆
二
氏
が
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
採

り
入
れ
て
新
世
教
を
つ
く
る
の
も
こ
れ
か

ら
の
行
政
だ
ろ
う
。

（
評
論
家　

草
柳
大
蔵
）
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政 策

▼
全
国
の
人
口
及
び
人
口
動
態

　

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
の
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
全
国
人
口
は
、
一
億

二
、
六
二
八
万
四
、
八
〇
五
人
で
前
年
に

比
べ
て
二
一
万
三
、
五
〇
〇
人
、
〇
・
一

六
九
％
増
加
し
て
い
る
。
人
口
増
加
率

は
、
昭
和
四
十
八
年
の
二
・
二
二
％
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
り
、
平
成
十
二

年
の
〇
・
一
六
七
％
が
最
低
と
な
っ
て
い

た
が
、
十
三
年
は
〇
・
一
六
九
％
と
わ
ず

か
に
増
加
し
て
い
る
。

　

全
国
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男

六
、
一
九
〇
万
二
、
九
九
九
人
で
対
前
年

比
〇
・
一
二
％
の
増
加
、
女
は
六
、
四
三

八
万
一
、
八
〇
六
人
で
同
〇
・
二
一
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
比
率
は
男

四
九
・
〇
二
％
、
女
五
〇
・
九
八
％
で
前

年
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は
な
い
。

　

ま
た
、
調
査
を
始
め
た
昭
和
五
十
四
年

度
以
降
の
人
口
動
態
の
推
移
を
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
減
少
の
傾
向
に
あ
っ
た
自
然
増

加
数
（
出
生
者
数
マ
イ
ナ
ス
死
亡
者
数
）

は
、
平
成
五
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
て
わ

ず
か
に
増
加
し
た
が
、
六
年
度
か
ら
は
再

び
減
少
に
転
じ
、
十
一
年
度
は
過
去
最
低

（
二
二
万
三
、
八
六
七
人
）
を
記
録
し
た

が
、
十
二
年
度
は
二
三
万
七
、
五
一
八
万

人
と
わ
ず
か
に
増
加
に
転
じ
た
。

　

全
国
の
出
生
者
数
は
、
平
成
三
年
度
、

六
年
度
、
八
年
度
及
び
十
年
度
を
除
き
、

毎
年
減
少
し
て
い
る
。
十
二
年
度
は
、
過

去
最
低
の
一
一
八
万
五
六
五
人
と
な
っ
て

い
る
。

▼
町
村
部
人
口

　

町
村
部
人
口
は
、
年
に
よ
っ
て
増
減
が

あ
り
、
平
成
十
三
年
は
、
前
年
に
比
べ
八

万
二
、
六
二
九
人
（
〇
・
三
〇
％
）
減
少

し
二
、
七
三
八
万
二
、
九
九
七
人
と
な
っ

た
。
全
国
人
口
に
占
め
る
町
村
部
人
口
の

割
合
は
、
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
今
年
は

二
一
・
六
八
％
（
前
年
二
一
・
七
九
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
十
二
年
度

に
お
け
る
市
制
施
行
に
よ
り
、
町
村
部
か

ら
市
部
に
移
動
し
た
人
口
は
二
万
五
、
八

八
九
人
で
あ
る
（
平
成
十
三
年
一
月
、
新

潟
県
黒
崎
町
が
新
潟
市
に
編
入
さ
れ
た
。）

　

町
村
別
の
人
口
を
み
る
と
五
万
人
超
の

町
村
は
六
町
村
と
な
っ
て
お
り
多
い
方
か

ら
滋
賀
県
栗
東
町
（
五
万
五
、
一
六
四

人
）、
岩
手
県
滝
沢
村
（
五
万
七
六
四
人
）、

千
葉
県
白
井
町
（
五
万
五
六
九
人
）、
広
島

県
府
中
町
（
五
万
四
一
一
人
）、
茨
城
県
守

谷
町
（
五
万
三
八
七
人
）、
沖
縄
県
豊
見
城

村
（
五
万
一
九
人
）
の
六
町
で
前
年
よ
り

一
町
二
村
増
え
た
。
一
方
、
五
〇
〇
人
未

満
の
町
村
は
東
京
都
青
ケ
島
村
（
二
〇
〇

人
）、
愛
知
県
富
山
村
（
二
一
九
人
）、
東

京
都
御
蔵
島
村
（
二
八
〇
人
）
な
ど
一
〇

村
で
前
年
と
同
数
で
あ
っ
た
。

　

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
村
の
数
は
、

六
五
一
町
村
で
前
年
度
（
六
七
六
町
村
）

に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
増

加
と
な
っ
た
町
村
の
数
は
、
五
九
七
町
村

（
前
年
五
八
四
町
村
）で
増
加
に
転
じ
て
い

る
。
社
会
増
加
の
町
村
に
つ
い
て
も
八
〇

〇
町
村
（
前
年
八
八
三
町
村
）
で
昨
年
に

引
き
続
き
減
少
し
て
い
る
。

▼
市
部
人
口
、
都
道
府
県
別
人
口

　

市
部
人
口
（
特
別
区
を
含
む
）
は
、
昭

和
四
十
三
年
以
降
毎
年
増
加
し
、
平
成
十

三
年
は
、
九
、
八
九
〇
万
一
、
八
〇
八
人

で
、
前
年
に
比
べ
二
九
万
六
、
一
二
九
人

（
〇
・
三
〇
％
）
増
加
し
て
い
る
。
人
口

が
増
加
し
て
い
る
市
の
数
は
、
三
四
九
市

で
前
年
度
（
三
五
二
市
）
に
比
べ
減
少
し

て
い
る
。
自
然
増
加
と
な
っ
た
市
の
数
は

四
八
七
市
（
前
年
四
六
九
市
）
で
増
加
に

転
じ
て
い
る
。

　

人
口
が
多
い
の
は
、
横
浜
市
（
三
四
〇

万
三
、
〇
七
七
人
）、
大
阪
市
（
二
四
七

万
四
、
五
七
九
人
）、
名
古
屋
市
（
二
一

〇
万
四
、
九
一
一
人
）
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
一
〇
〇
万
人
都
市
は
一
〇
市
で
前
年

と
同
数
で
あ
っ
た
。
一
方
、
二
万
人
未
満

の
市
は
、
北
海
道
歌
志
内
市
（
六
、
〇
七

八
人
）、
福
岡
県
山
田
市
（
一
万
二
、
〇

〇
〇
人
）、
北
海
道
三
笠
市
（
一
万
三
、

六
〇
九
人
）な
ど
一
三
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
別
の
人
口
で
は
、
人
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総
務
省
は
、
こ
の
た
び
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
平
成
十
三
年

三
月
三
十
一
日
現
在
の
全
国
の
人
口
、
世
帯
数
及
び
人
口
動
態
調
査

の
結
果
を
公
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
総
人
口
数
は
一
億
二
、
六
二
八
万
四
、

八
〇
五
人
で
前
年
に
比
べ
て
二
一
万
三
、
五
〇
〇
人
増
加
し
て
お

り
、
増
加
率
は
〇
・
一
六
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
者
数

は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
調
査
開
始
以
来
最
低
の
一
一
八
万
五
六
五

人
で
あ
っ
た
。

　

町
村
部
人
口
に
つ
い
て
は
、
二
、
七
三
八
万
二
、
九
九
七
人
と
前

年
に
比
べ
八
万
二
、
六
二
九
人
（
〇
・
三
〇
％
）
減
少
し
た
。
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
、
二
一
・
七
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB
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口
が
多
い
の
は
、
東
京
都
（
一
、
一
八
一

万
八
、
八
四
五
人
）、
大
阪
府
（
八
六
二

万
八
、
六
〇
一
人
）、
神
奈
川
県
（
八
四

二
万
五
、
七
八
三
人
）、
愛
知
県
（
六
九

三
万
五
、
〇
三
一
人
）、
埼
玉
県
（
六
八

九
万
八
、
二
一
九
人
）
の
順
、
反
対
に
少

な
い
の
は
、
鳥
取
県
（
六
一
万
七
、
〇
七

八
人
）、
島
根
県
（
七
六
万
二
、
一
四
四

人
）、
高
知
県
（
八
一
万
七
、
八
六
九
人
）、

福
井
県
（
八
二
万
八
、
〇
三
九
人
）、
徳

島
県
（
八
三
万
一
、
二
四
一
人
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
増
減
状
況
は
、
二
一
団
体

（
前
年
二
三
団
体
）
で
人
口
が
増
加
し
、
二

六
団
体
（
前
年
二
四
団
体
）
で
減
少
し
て

い
る
。
増
加
数
が
最
も
多
い
の
は
、
東
京

都
（
七
万
五
、
六
五
六
人
）
で
、
減
少
し

た
の
は
、
北
海
道
（
△
七
、
五
一
八
人
）

で
あ
っ
た
。

▼
年
齢
階
級
別
人
口
と
世
帯
数

　

年
齢
階
級
別
人
口
を
み
る
と
、
人
口
の

多
い
年
齢
階
級
は
五
〇
〜
五
四
歳（
一
、〇

八
九
万
五
、七
五
八
人
、全
国
人
口
の
八
・

六
三
％
）、二
五
〜

二
九
歳
（
九
七
八

万
八
、
一
一
一

人
、
同
七
・
七
五
％
）、
三
〇
〜
三
四
歳

（
八
九
二
万
四
、
四
三
四
人
、
同
七
・
〇

七
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
四
〇
〜
四

四
歳
以
上
で
全
人
口
の
過
半
数
（
五
二
・

〇
一
％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

年
齢
三
区
分
別
人
口
で
は
、
年
少
人
口

（
一
五
歳
未
満
）
が
一
、
八
三
一
万
五
、

九
五
七
人
、
一
四
・
五
〇
％
、
生
産
年
齢

人
口
（
一
五
歳
以
上
六
五
歳
未
満
）
八
、

五
六
二
万
五
、
八
二
三
人
、
六
七
・
八
〇

％
で
老
年
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
は
、
二
、

二
三
四
万
三
、
〇
〇
七
人
、
一
七
・
六
九

％
と
な
っ
て
い
る
。
町
村
部
に
お
い
て

は
、
老
年
人
口
（
二
一
・
九
〇
％
）
の
割

合
が
市
部
に
比
べ
大
き
く
、
生
産
年
齢
人

口
（
六
三
・
四
二
％
）
の
割
合
が
小
さ
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
年
々
強
く

な
っ
て
い
る
。

　

人
口
に
占
め
る
老
年
人
口
の
割
合
を
都

道
府
県
別
に
み
る
と
、
割
合
が
大
き
い
の

は
、
島
根
県
（
二
五
・
二
〇
％
）、
秋
田

県
（
二
三
・
八
三
％
）、
高
知
県
（
二
三
・

六
三
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
割
合
が

小
さ
い
の
は
埼
玉
県
（
一
三
・
一
五
％
）、

沖
縄
県
（
一
三
・
八
八
％
）、
神
奈
川
県

（
一
四
・
二
二
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
帯
数
は
、
四
、
八
〇
一
万
五
、
二
五

一
世
帯
で
、
前
年
に
比
べ
五
九
万
五
、
三

四
六
世
帯
、
一
・
二
六
％
の
増
加
に
な
っ

た
。
一
世
帯
平
均
構
成
人
員
は
、
昭
和
四

十
三
年
の
三
・
七
六
人
か
ら
毎
年
減
少
し

て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
は
二
・
六
三
人

で
前
年
の
二
・
六
六
人
を
〇
・
〇
三
人
下

回
り
過
去
最
低
の
人
数
と
な
っ
た
。

　

都
道
府
県
別
に
一
世
帯
の
平
均
構
成
人

員
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
山
形
県

（
三
・
二
六
人
）、
つ
い
で
福
井
県
（
三
・

二
五
人
）、
富
山
県
（
三
・
一
四
人
）、
新

潟
県
（
三
・
一
三
人
）、
岐
阜
県
（
三
・

一
〇
人
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
最

も
少
な
い
の
は
東
京
都
（
二
・
一
五
人
）。

つ
い
で
北
海
道
（
二
・
三
三
人
）、
鹿
児

島
県
（
二
・
四
〇
人
）、
高
知
県
（
二
・

四
三
七
人
）、
大
阪
府
（
二
・
四
四
四
人
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

平成13年人口段階別町村数�

自然減少の市町村数の推移�

50

2.0

１千人�
以　上�

649

25.4

１千人�
以　上�

843

33.0

５千人�
以　上�

691

27.0

１万人�
以　上�

205

8.0

２万人�
以　上�

50

2.0

３万人�
以　上�

36

1.4

3.5万人�
以　上�

33

1.3

４万人�
以　上�

町　村　数�

割 合 （％）�

人 口 区 分 �

2,557

100.0

計�

1,956

224

2,180

12年�

1,925

202

2,127

11年�

1,823

176

1,999

10年�

1,811

176

1,987

９年�

1,770
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1,929

８年�

1,709

144

1,853

７年�

1,638

144

1,782

６年�

1,605

147

1,752

５年�

1,428
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４年�
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1,936
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町 村 部�
27,382,997人�
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71,792,304人�

特 別 区�
7,969,287人�

指定都市�
19,140,217人�

全　　国�
126,284,805人�

22,343,007人�
17.69％�

85,625,823人�
67.80％�

18,315,957人�
14.50％�

2,990,521人�
15.62％�

13,490,806人�
70.48％�

2,658,890人�
13.89％�

1,352,618人�
16.97％�

5,713,170人�
71.69％�

903,495人�
11.34％�

12,001,665人�
16.72％�

49,055,717人�
68.33％�

10,734,0908人�
14.95％�

5,998,203人�
21.90％�

17,366,130人�
63.42％�

4,018,664人�
14.68％�

指定都市、特別区、その他の市及び町村部の年齢３区分割合�



町 村 週 報第２３６８号 （第三種郵便物認可） 平成１３年９月３日 ４

政 策

538,269
479,898
830,137
403,765
380,216
697,883
1,005,916
676,522
694,974
2,533,096
2,237,604
5,499,594
3,423,758
790,262
357,780
404,542
254,986
310,247
754,206
679,490
1,297,993
2,522,862
649,763
438,151
1,013,278
3,530,048
2,109,673
510,934
401,715
210,111
262,338
710,991
1,131,362
607,854
297,503
379,249
588,114
335,476
1,947,757
286,990
578,499
671,518
467,977
461,840
742,526
470,781

48,015,251

2,436,803

全国世帯数�

青 森 県 �
岩 手 県 �
宮 城 県 �
秋 田 県 �
山 形 県 �
福 島 県 �
茨 城 県 �
栃 木 県 �
群 馬 県 �
埼 玉 県 �
千 葉 県 �
東 京 都 �
神 奈 川 県 �
新 潟 県 �
富 山 県 �
石 川 県 �
福 井 県 �
山 梨 県 �
長 野 県 �
岐 阜 県 �
静 岡 県 �
愛 知 県 �
三 重 県 �
滋 賀 県 �
京 都 府 �
大 阪 府 �
兵 庫 県 �
奈 良 県 �
和 歌 山 県 �
鳥 取 県 �
島 根 県 �
岡 山 県 �
広 島 県 �
山 口 県 �
徳 島 県 �
香 川 県 �
愛 媛 県 �
高 知 県 �
福 岡 県 �
佐 賀 県 �
長 崎 県 �
熊 本 県 �
大 分 県 �
宮 崎 県 �
鹿 児 島 県 �
沖 縄 県 �
合 計 �

北 海 道 �

都道府県名�

1,497,036
1,421,796
2,347,166
1,197,566
1,241,364
2,133,396
2,995,583
2,003,283
2,019,726
6,898,219
5,920,398
11,818,845
8,425,783
2,476,900
1,124,414
1,176,601
828,039
886,077
2,204,498
2,109,804
3,764,054
6,935,031
1,858,890
1,334,621
2,563,205
8,628,601
5,537,365
1,448,533
1,087,614
617,078
762,144
1,957,529
2,872,196
1,528,944
831,241
1,033,248
1,508,842
817,869
4,979,227
882,639
1,527,398
1,870,416
1,234,429
1,184,535
1,783,231
1,334,122

126,284,805

5,675,309

全 国 人 口�

△　0.18
△　0.23
0.14

△　0.49
△　0.29
△　0.14
0.06
0.14
0.10
0.41
0.46
0.64
0.66

△　0.22
△　0.14
0.08

△　0.02
0.07
0.10
0.03
0.12
0.41
0.08
0.68

△　0.01
0.02
0.29

△　0.04
△　0.33
△　0.12
△　0.20
△　0.01
△　0.07
△　0.36
△　0.26
△　0.13
△　0.20
△　0.17
0.23

△　0.10
△　0.32
0.03

△　0.16
△　0.21
△　0.22
0.70
0.17

△　0.13

増加率�
％�

531,081
559,378
805,832
532,215
346,331
758,704
1,303,218
690,280
779,692
958,647
757,314
91,761
382,913
846,038
339,979
370,159
272,015
481,500
786,227
755,470
830,058
1,114,287
599,030
594,621
325,766
233,909
802,311
406,970
425,243
243,405
310,296
517,206
615,504
337,736
401,151
477,773
426,456
261,774
1,129,537
424,645
569,096
780,160
322,575
386,140
754,633
441,874

27,382,997

1,302,087

町村部人口�

△　　0.6
△　　0.4
△　　0.4
△　　0.9
△　　0.8
△　　0.5

0.0
0.0
0.1
0.1

△　　0.0
△　　0.2
△　　0.1
△　　3.5
△　　0.1

0.2
0.0
0.5

△　　0.0
△　　0.1

0.0
0.5

△　　0.2
0.4
0.4

△　　0.2
△　　0.4
△　　0.3
△　　0.3
△　　0.6
△　　0.5
△　　0.4
△　　0.8
△　　0.8
△　　0.3
△　　0.2
△　　0.6
△　　0.6
△　　0.0
△　　0.3
△　　0.5
△　　0.3
△　　0.6
△　　0.4
△　　0.5

0.6
△　　0.3

△　　0.7

増加率�
％�

965,955
862,418
1,541,334
665,351
895,033
1,374,692
1,692,365
1,313,003
1,240,034
5,939,572
5,163,084
11,727,084
8,042,870
1,630,862
784,435
806,442
556,024
404,577
1,418,271
1,354,334
2,933,996
5,820,744
1,259,860
740,000
2,237,439
8,394,692
4,735,054
1,041,563
662,371
373,673
451,848
1,440,323
2,256,692
1,191,208
430,090
555,475
1,082,386
556,095
3,849,690
457,994
958,302
1,090,256
911,854
798,395
1,028,598
892,248

98,901,808

4,373,222

市 部 人 口�

0.0
△　　0.2

0.4
△　　0.2
△　　0.1

0.1
0.1
0.2
0.1
0.5
0.5
0.7
0.7
1.6

△　　0.2
0.1

△　　0.0
△　　0.4

0.2
0.1
0.2
0.4
0.2
0.9

△　　0.1
0.0
0.4
0.1

△　　0.4
0.2
0.0
0.1
0.1

△　　0.2
△　　0.3
△　　0.1
△　　0.0

0.1
0.3
0.1

△　　0.2
0.3

△　　0.0
△　　0.1
△　　0.1

0.8
0.3

0.0

増加率�
％�

2.78
2.96
2.83
2.97
3.26
3.06
2.98
2.96
2.91
2.72
2.65
2.15
2.46
3.13
3.14
2.91
3.25
2.86
2.92
3.10
2.90
2.75
2.86
3.05
2.53
2.44
2.62
2.84
2.71
2.94
2.91
2.75
2.54
2.52
2.79
2.72
2.57
2.44
2.56
3.08
2.64
2.79
2.64
2.56
2.40
2.83
2.63

2.33

１世帯当�
たり人口�

平成13年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数�
（平成13年3月31日現在）�
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フォーラム

�
栗
野
町
は
、
人
口
約
八
、
三
〇
〇
人
、

鹿
児
島
県
の
北
北
東
部
（
南
九
州
地
域

の
ほ
ぼ
中
央
）
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

熊
本
県
の
白
髪
岳
に
源
を
発
す
る
九

州
第
二
の
河
川
、
川
内
川
が
、
町
の
中

央
部
を
貫
流
し
て
お
り
、
東
に
霧
島
屋

久
国
立
公
園
の
西
麓
を
な
す
栗
野
岳

（
標
高
一
、
一
〇
二
ｍ
）、
西
に
国
見
岳

（
標
高
六
四
八
ｍ
）
を
擁
し
、
火
山
灰
土

壌
（
シ
ラ
ス
）
に
覆
わ
れ
た
山
林
耕
地

を
形
成
す
る
す
り
鉢
状
の
地
形
を
成
し

て
い
ま
す
。

気
候
は
、
年
平
均
気
温
一
七
℃
内
外

で
、
年
間
降
雨
量
は
二
、
〇
〇
〇
㎜
〜

二
、
五
〇
〇
㎜
で
、
梅
雨
期
（
六
月
）

か
ら
台
風
期
（
十
月
）
に
お
け
る
集
中

豪
雨
時
に
は
、
河
川
の
増
水
な
ど
に
よ

り
住
宅
、
農
作
物
等
に
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。

交
通
網
と
し
て
は
、
九
州
自
動
車
道

栗
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
二
六

八
号
線
、
県
道
五
五
号
栗
野
加
治
木
線

等
の
主
要
道
路
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線

（
霧
島
高
原
鉄
道
）
が
運
行
さ
れ
、
鹿
児

島
空
港
へ
は
高
速
道
路
を
利
用
す
る
と

一
五
分
の
便
利
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
、
自
然
条
件
を
活
か
し
た
稲

作
を
中
心
に
畜
産
、
養
蚕
等
の
複
合
農

業
が
主
で
し
た
が
、
米
の
生
産
調
整
、

米
価
の
据
え
置
き
、
農
畜
産
物
の
輸
入

自
由
化
等
に
よ
り
所
得
率
が
低
下
し
、

栗
野
町
の
概
要

第
一
次
産
業
の
比
率
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
業
も
竹
工
芸
品
等
の

零
細
な
も
の
が
多
く
、
経
済
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

昭
和
五
〇
年
代
か
ら
は
、
九
州
自
動

車
栗
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に

よ
り
、
本
町
の
南
九
州
中
部
に
位
置
す

る
条
件
が
生
か
さ
れ
、
製
造
業
を
中
心

と
す
る
企
業
の
進
出
が
あ
り
、
今
後
も

企
業
の
誘
致
を
図
る
た
め
、
工
業
団
地

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
栗
野
岳
の
中
腹
か

ら
の
展
望
は
、
錦
江
湾
、
桜
島
、
薩
摩

半
島
等
が
一
望
で
き
る
壮
大
な
景
観
を

呈
し
、
国
見
岳
の
麓
に
は
全
国
棚
田
百

選
の「
幸
田
の
棚
田
」が
あ
り
ま
す
。
ま

た
霧
島
山
麓
を
水
源
と
す
る
名
水
百
選

の
丸
池
湧
水
は
日
量
三
万
ト
ン
も
の
水

が
沸
き
出
し
、
昔
か
ら
住
民
の
生
活
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
世
界
中
の
著
名
作
家
の
作

品
が
屋
内
外
に
、
展
示
さ
れ
る
野
外
彫

刻
美
術
館
「
鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の

森
」、
温
泉
と
図
書
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

平成12年度　地域づくり自治大臣表彰

住民参加のまちづくり
現地レポート現地レポート

鹿児島県鹿児島県

栗 野 町 栗  野  町 
くり の ちょう

地場産品を活かしたまちづくりと情報発信

幸
寿
・
朱
粋　
お
披
露
目
会

栗野町
�

鹿児島市
�　

鹿児島県
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等
の
複
合
交
流
施
設
「
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
く
り
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
町
内

外
、
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。

�
国
見
岳
の
麓
に
あ
る
原
風
景
の
残
る

幸
田
地
区
の
棚
田
は
、
江
戸
中
期
に
石

積
み
さ
れ
、
全
国
で
も
珍
し
い
武
者
返

し
の
あ
る
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寒

暖
の
差
が
激
し
い
気
候
と
、
国
見
岳
か

ら
流
れ
て
く
る
生
活
雑
排
水
の
入
っ
て

い
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
冷
た
い

水
に
よ
っ
て
、
粘
り
と
光
沢
の
あ
る
美

味
し
い
米（
棚
田
米
）が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
昔
な
が
ら
の
棚
田
は
、
農
作
業

の
不
便
さ
も
あ
っ
て
全
国
的
に
少
な
く

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

取
り
組
み

な
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
食
米
と
し
て
評
判
の
よ

か
っ
た
棚
田
米
と
棚
田
を
利
用
し
て
、

地
域
活
性
化
と
情
報
発
信
を
目
指
し

て
、
町
お
こ
し
は
で
き
な
い
か
と
平
成

七
年
に
高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
平

成
八
年
一
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ

た
、「
む
ら
お
こ
し
特
産
品
求
評
・
商
談

会
」（
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会
主
催
）

に
栗
野
町
役
場
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
あ
い

ら
栗
野
が
出
品
し
、
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
関

係
者
か
ら
好
評
を
得
て
、「
栗
野
町
幸

田　

棚
田
米
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
ブ
ラ

ン
ド
化
、
大
手
デ
パ
ー
ト
と
三
〇
㎏
玄

米
を
一
二
、
〇
〇
〇
で
現
在
ま
で
取
り

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。（
年
間
一
〇

ｔ
）。
基
本
的
に
は
、
取
引
先
デ
パ
ー

ト
、
町
内
の
み
で
の
販
売
と
し
て
ま
す

が
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
等

（
役
場
、
観
光
特
産
協
会
で
参
加
）
に
出

品
し
販
売
並
び
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。お

い
し
い
お
米
の
で
き
る
「
幸
田
の

棚
田
」
で
町
お
こ
し
は
で
き
な
い
か
と

平
成
九
年
度
、
棚
田
産
直
交
流
を
開
始

し
ま
し
た
。（
栗
野
町
観
光
特
産
協
会
、

栗
野
町
主
催
）。
鹿
児
島
市
内
を
中
心

に
新
聞
等
で
呼
び
か
け
主
に
、
毎
年
鹿

児
島
市
内
を
は
じ
め
県
内
か
ら
一
五
家

族
（
約
六
〇
名
）
が
参
加
し
、
手
植
え

の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
収
穫
祭
を
体

験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
郷
土
料

理
で
交
流
会
も
お
こ
な
い
、
参
加
者
と

生
産
者
ら
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

�
し
か
し
な
が
ら
、
米
だ
け
で
は
イ

メ
ー
ジ
的
に
東
北
に
勝
て
な
い
、
そ
こ

で
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、
棚
田
米

鹿
児
島
県
初
の
日
本
酒
誕
生

日
本
棚
田
百
選　
幸
田
の
棚
田

棚
田
産
直
交
流

棚
田
米

■
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ブ
ッ
ク
ス 

『
市
民
参
加
の
国
土
デ
ザ
イ
ン 

　

―
豊
か
さ
は
多
様
な
価
値
観
か
ら
』 

　
　

日
端
康
雄　

慶
応
義
塾
大
学
教
授
・ 

　
　

総
合
研
究
開
発
機
構　

編
著

  
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
本
年
七
月
に

政
府
に
提
出
し
た
最
終
報
告
書
の
中
で

は
、
今
回
の
分
権
改
革
が
道
半
ば
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
地
方

税
財
源
の
充
実
確
保
施
策
の
検
討
が
残
さ

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
ま
た
住
民
自

治
を
確
立
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体

及
び
住
民
に
仕
組
み
づ
く
り
や
意
識
改
革

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
こ
れ

は
地
方
や
住
民
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
し

か
達
成
で
き
な
い
。

  
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
多
様
な
選
択
肢

を
示
し
議
論
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
N
I

R
A
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ブ
ッ
ク
ス
の
第
一
号

と
し
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
住
民
自
治

に
お
け
る
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
、
市
民
主
体
で
行
わ
れ
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
変
革
が
必
要
か
を
論
じ
提
言

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
社
会
の

新
し
い
都
市
像
、
農
村
像
、
さ
ら
に
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
構
造
変
革
に
焦

点
を
当
て
た
国
土
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
第
一
部
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
と
な
る
た
め
の
土
地
利
用
の
計
画
や
規

制
の
制
度
、
市
民
参
加
の
制
度
な
ど
を
論

ず
る
第
二
部
、
市
民
の
意
識
改
革
に
つ

き
、
と
り
わ
け
「
私
地
公
景
」
と
い
う
新

し
い
概
念
に
よ
っ
て
自
立
し
た
市
民
と
な

る
必
要
性
を
論
ず
る
第
三
部
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
本
書
は
、
地
方
に
お
け
る
真
の
分

権
改
革
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
示
唆
を
与

え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

○
日
本
経
済
評
論
社
発
行

○
定
価　

本
体
二
千
五
百
円
＋
税

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD
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で
「
焼
酎
王
国
の
日
本
酒
」
を
造
ろ
う

と
平
成
八
年
に
、
町
内
酒
小
売
店
業
四

名
で
「
栗
野
町
酒
を
つ
く
る
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
栗
野
町
役
場
、
観
光

特
産
協
会
も
交
え
日
本
酒
開
発
に
向
け

て
幾
度
と
協
議
し
ま
し
た
。
普
通
な
ら

酒
米
で
つ
く
る
も
の
を
食
米
で
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
し
て
、
焼

酎
王
国
の
な
か
で
日
本
酒
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
の
で
す
か
ら
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
し

た
。
酒
造
会
社
も
は
じ
め
て
の
こ
と

で
、
幾
度
と
足
を
運
び
、
よ
う
や
く
本

格
的
に
酒
造
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

有
機
低
農
薬
栽
培
の
「
棚
田
米
」
と

町
の
中
心
部
に
あ
る
日
本
名
水
百
選
の

「
丸
池
湧
水
」
の
水
、
棚
田
で
採
取
し
た

土
か
ら
分
離
し
た
酵
母
菌
を
原
料
と
し

た
日
本
酒
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
平
成

九
年
四
月
に
、
甘
口
で
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
味
に
仕
上
が
っ
た
鹿
児
島
県
初
の
日

本
酒
「
幸
寿
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
幸

寿
」
の
「
幸
」
は
幸
田
地
区
の
�
幸
せ

な
田
ん
ぼ
�
で
つ
く
ら
れ
た
米
、「
寿
」

は
初
酒
で
門
出
を
祝
う
意
味
で
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
五
月
に
は
、
お
披
露
目

会
を
開
催
し
（
酒
を
つ
く
る
会
、
役
場
、

商
工
会
、
観
光
特
産
協
会
共
催
）
町
内

及
び
棚
田
米
取
引
先
デ
パ
ー
ト
で
販

売
、
商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
に
第
二
弾
と
し
て
、

全
国
で
も
珍
し
い
赤
色
の
つ
い
た
日
本

酒
を
製
造
し
ま
し
た
。
栗
野
町
産
古
代

米
（
黒
米
）、
特
別
栽
培
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
）、
酵
母
菌
、
丸
池
湧
水
を
使
用
し
て

お
り
、
東
京
農
業
大
学
醸
造
学
科
の
竹

田
教
授
の
技
術
指
導
を
受
け
て
、
鹿
児

島
の
酒
ら
し
く
焼
酎
麹
を
使
用
し
て
、

甘
酸
っ
ぱ
い
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
味
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
名
前
は
、
公
募
し

「
朱
粋
」（
し
ゅ
す
い
）
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
赤
い
お
酒
「
朱
粋
」
は
、
体
に

い
い
と
さ
れ
る
ク
エ
ン
酸
、
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
を
含
み
、
女
性
に
も
人
気
が
あ

り
、
今
後
ま
す
ま
す
販
売
拡
大
に
期
待

が
も
て
ま
す
。

�
そ
う
い
っ
た
中
で
の
、
棚
田
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
日
本
酒
の
開
発
・
商
品
化

は
、
町
お
こ
し
、
農
家
の
所
得
向
上（
高

値
取
引
等
）
及
び
生
産
意
欲
の
向
上
が

図
ら
れ
、
地
元
酒
小
売
店
も
、「
幸
寿
」・

「
朱
粋
」
を
足
が
か
り
に
、
地
元
焼
酎
の

販
売
拡
大
に
も
大
き
な
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
で
初
と
な
る
こ
の
日

本
酒
、
め
ず
ら
し
さ
も
あ
っ
て
、
町
内

外
か
ら
買
い
求
め
に
来
る
顧
客
も
多

く
、
白
い
「
幸
寿
」、
赤
い
「
朱
粋
」
と

紅
白
で
、
お
祝
い
等
の
ご
贈
答
用
に
買

い
方
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
特

産
品
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
も
の

が
無
く
、
こ
れ
を
機
に
栗
野
町
特
産
品

と
し
て「
幸
寿
」・「
朱
粋
」を
全
国
に
誇

れ
る
自
分
達
の
ま
ち
の
特
産
品
と
な
る

よ
う
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
同
様
に
栗
野
町

の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

栗
野
町
企
画
課
主
任

　
　
（　
　
　
　
　
　
　

田
原
寛
文
）

成
果

名
水
百
選　
丸
池
湧
水

鹿
児
島
初
の
日
本
酒　
幸
寿
と
朱
粋
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自
治
体
の
業
務
が
多
様
化
し
、
管

理
職
の
責
任
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

町
は
仕
事
上
の
理
由
や
家
庭
の
事
情

に
よ
っ
て
肉
体
的
・
精
神
的
に
現
在

の
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
と
感

じ
た
係
長
級
以
上
の
職
員
本
人
か
ら

の
申
し
出
に
基
づ
き
、
現
在
の
役
職

か
ら
の
降
格
を
決
め
て
い
く
「
希
望

降
任
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。

�

�

　

村
は
、
住
民
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
役
場
窓
口
に
「
パ
ソ
コ
ン
一
一

〇
番
」
を
開
設
し
た
。
ふ
る
さ
と
振

興
課
職
員
が
午
前
八
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
住
民
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
方
法
や
初
歩
的
な
操
作
方
法
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
方
法
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
二
十
一
世
紀
を
記
念
し
今

年
限
り
の
特
別
事
業
と
し
て
「
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
制
度
」を
導
入
。

町
内
で
今
年
初
め
て
一
月
六
日
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
誕
生
祝
い
金
二

十
一
万
円
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
を

は
じ
め
、
年
末
ま
で
誕
生
し
た
赤

ち
ゃ
ん
全
員
に
、
町
が
発
行
す
る
五

千
円
相
当
の
商
品
券
を
贈
呈
す
る
。

�

�

　

県
の
合
併
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
事

業
の
対
象
地
域
に
選
ば
れ
、
町
村
長

「
希
望
降
任
制
度
」を
導
入

北
海
道

美
幌
町

役
場
窓
口
に「
パ
ソ
コ
ン

一
一
〇
番
」を
開
設

岩
手
県

山
形
村

二
十
一
世
紀
を
記
念
し

誕
生
祝
い
金
制
度
を
導
入

福
島
県

古
殿
町

任
意
の
合
併
協
議
会
を
設
置

茨

城

県

真
壁
町
外

や
議
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
四
町

村
合
併
推
進
検
討
会
」
を
設
置
し
て

い
た
真
壁
町
、
協
和
町
、
岩
瀬
町
、

大
和
村
の
四
町
村
は
、
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
議
論
を
深
め
、
合

併
気
運
を
高
め
て
い
く
た
め
、
任
意

の
合
併
協
議
会
を
設
置
し
た
。

�

�

　

町
は
、
平
成
十
二
年
度
末
で
運
営

を
や
め
た
町
営
国
民
宿
舎
「
の
さ
か

望
洋
荘
」
を
民
間
に
再
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
経
営
者
の
一
般
公
募
を

行
っ
た
。
応
募
者
の
事
業
計
画
等
に

基
づ
き
経
営
者
を
決
定
し
、
国
民
宿

舎
の
土
地
・
建
物
を
経
営
者
に
貸
与

し
、
引
き
続
き
同
施
設
の
経
営
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

�

�

　

粗
大
ご
み
の
回
収
を
無
料
で
実
施

し
て
い
る
町
は
、
周
辺
自
治
体
で
粗

大
ご
み
有
料
化
が
広
が
る
に
伴
い
町

外
か
ら
の
持
込
み
ご
み
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
回
収
に
当
た
り
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
て
い
る
。

回
収
は
毎
月
第
三
水
曜
の
午
前
九
時

か
ら
二
時
間
行
っ
て
い
る
が
、
町
職

員
が
立
ち
会
い
確
認
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
内
に
二
つ
あ
る
町
立
中

学
校
の
全
女
子
生
徒
約
五
百
三
十
人

に
、
携
帯
用
の
小
型
防
犯
ブ
ザ
ー
を

貸
し
出
し
て
い
る
。
部
活
動
な
ど
で

帰
宅
が
遅
く
な
る
生
徒
の
安
全
を

図
っ
て
い
く
の
が
目
的
で
、
防
犯
ブ

ザ
ー
は
ひ
も
の
付
い
た
栓
を
抜
く
と

警
報
音
が
鳴
り
、
栓
を
戻
せ
ば
止
む

国
民
宿
舎
再
利
用
の

経
営
者
を
公
募

千
葉
県

野
栄
町

粗
大
ご
み
持
込
み
防
止
策

を
実
施

山
梨
県

甲
西
町

女
子
中
学
生
全
員
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

新
潟
県

亀
田
町

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
道
路
交
通
の
安
全
と
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
省
富
士

山
工
事
事
務
所
か
ら
得
ら
れ
る
災
害

や
気
象
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
町
を
貫
く
国
道
八
号
沿
い
に

設
置
さ
れ
た
二
十
四
時
間
稼
働
の
カ

メ
ラ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
路
面
情
報

が
中
心
で
、
役
場
待
合
室
の
モ
ニ

タ
ー
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

�

　

村
は
、
公
共
交
通
機
関
が
通
っ
て

い
な
い
地
区
を
中
心
に「
福
祉
バ
ス
」

を
試
験
的
に
運
行
し
て
い
る
。
十
五

人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
し
、
村

営
バ
ス
路
線
か
ら
外
れ
て
い
る
地
区

と
役
場
や
商
店
街
等
を
結
ん
で
お

り
、
料
金
は
一
律
三
百
円
。
今
年
度

は
利
用
状
況
を
把
握
し
、
来
年
度
以

降
の
運
行
に
反
映
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、町
内
に
あ
る
南
島
高
校
の
生

徒
確
保
策
の
一
環
と
し
て
、入
学
者
に

①
入
学
祝
い
金
五
万
円
、②
通
学
費

（
バ
ス
代
）の
半
額
、③
卒
業
祝
い
金
十

五
万
円
、④
大
学
・
短
大
・
二
年
以
上

の
専
門
学
校
に
進
学
し
た
卒
業
生
に

三
十
万
円
、を
支
給
す
る
条
例
を
制

定
し
、四
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い

る
。

�

�

　

ご
み
減
量
と
桃
太
郎
の
生
誕
地
の

Ｐ
Ｒ
を
ね
ら
い
に
、
町
商
工
会
は
、

国
の
商
店
街
活
性
化
先
進
事
業
の
補

国
土
交
通
省
か
ら
の

道
路
情
報
を
提
供

富
山
県

入
善
町

福
祉
バ
ス
を
試
験
運
行

愛
知
県

下
山
村

高
校
の
生
徒
確
保
に

入
学
祝
い
金
等
支
給

三
重
県

南
島
町

桃
太
郎
の
リ
サ
イ
ク
ル

買
い
物
袋
を
作
成

奈

良

県

田
原
本
町

助
金
を
受
け
て
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
桃
太
郎
の
絵
を
プ
リ
ン

ト
し
た
ジ
ー
ン
ズ
製
と
ビ
ニ
ー
ル
製

の
二
種
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
買
い
物
袋

を
計
千
五
百
枚
作
成
し
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。

�

�

　

五
島
列
島
北
部
に
位
置
す
る
離
島

の
町
で
は
、
農
業
・
漁
業
の
後
継
者

不
足
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

後
継
者
を
育
成
す
る「
担
い
手
公
社
」

の
設
立
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

る
。
農
業
関
係
者
な
ど
と
組
織
な
ど

の
議
論
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度
中

の
設
立
を
目
指
し
て
い
く
。

�

�

　

村
は
、
村
に
一
年
以
上
居
住
し
、

年
間
百
五
十
日
以
上
後
継
者
と
し
て

農
林
業
に
従
事
し
て
い
る
二
十
歳
以

上
三
十
歳
未
満
の
村
民
を
対
象
に
、

支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
と
国
民

健
康
保
険
税
の
各
六
割
を
助
成
す
る

制
度
を
設
け
た
。
農
林
業
後
継
者
確

保
が
ね
ら
い
で
、
四
十
歳
に
な
る
ま

で
助
成
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
国
の
天
然
記
念
物
の
ク
ス

ノ
キ
が
倒
木
す
る
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
文
化
財
保
護

審
議
委
員
や
樹
医
等
で
構
成
さ
れ
る

保
護
対
策
検
討
委
員
会
の
設
置
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ク
ス
ノ

キ
は
高
さ
二
十
二
�
で
、
樹
齢
千
二

百
〜
千
三
百
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
担
い
手
公
社
」

の
設
立
を
検
討

長

崎

県

小
値
賀
町

後
継
者
確
保
に

国
民
健
康
保
険
税
等
を
助
成

宮
崎
県

諸
塚
村

大
ク
ス
ノ
キ
の
保
護
を
検
討

鹿
児
島
県

志
布
志
町
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随 想
　

昭
和
三
十
年
二
月
に
、�
由
布
院
町
�
と

�
湯
の
平
村
�
が
合
併
を
し
て
、
生
ま
れ
た

�
湯
布
院
町
�も
以
来
四
十
六
年
の
歳
月
が

過
ぎ
、
こ
こ
に
一
万
二
千
人
の
定
住
者
の

も
と
に
、
年
間
約
四
百
万
人
か
ら
の
交
流

人
口
を
有
す
る
、「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」・

「
癒
し
の
里
」と
し
て
の
温
泉
街
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
国
第
三
位
の
湧
出
量
を
ほ
こ
る
豊
富

な
温
泉
と
霊
峰
由
布
岳
（
一
五
八
四
米
）

を
中
心
と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な

盆
地
の
�
ま
ち
�
が
、
常
に
皆
さ
ん
方
が

行
っ
て
み
た
い
�
ま
ち
�
の
上
位
に
位
置

付
け
ら
れ
、
常
に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
�
ま
ち
�
と
評
価
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
は

常
に
国
民
保
養
温
泉
地
を
め
ざ
し
、
俗
に

温
泉
地
に
あ
り
が
ち
な
歓
楽
街
を
か
た
く

な
に
排
し
、
常
に
町
民
と
行
政
が
…
…
そ

し
て
事
業
者
の
三
者
一
体
の
な
か
で
、
生

活
型
観
光
地
を
め
ざ
し
た
�
ゆ
ふ
い
ん
�

の
ま
ち
づ
く
り
が
、
今
日
的
な
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
か
ら
は
じ
ま
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
理
念
に
策
定
さ
れ
た
�
基
本
構
想
��
ま

ち
�
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
町
民

と
行
政
が
協
力
し
て
事
業
活
動
を
適
切
に

誘
導
・
抑
制
し
て
、�
ま
ち
�
の
成
長
を

管
理
し
て
行
く
た
め
に
「
潤
い
の
あ
る
町

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、�
ゆ
ふ
い
ん
�

に
住
ん
で
い
る
人
が�
住
ん
で
よ
か
っ
た
�

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
町
づ
く
り
を
し
て

い
く
の
が
、�
ゆ
ふ
い
ん
�
の
ま
ち
づ
く
り

で
す
。
そ
こ
に
、
年
間
四
百
万
人
か
ら
の

交
流
人
口
を
生
み
だ
す
結
果
と
な
り
、

「
ゆ
ふ
い
ん
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
構
築
さ
れ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
と

も
に
、
町
内
外
の
事
業
家
に
よ
り
経
済
活

動
が
活
発
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
経
済

が
活
発
化
し
て
交
流
人
口
の
増
加
に
結
び

つ
く
こ
と
は
、
大
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
反
面
、
利
益
追
求
の
あ
ま

り
、�
ま
ち
�
が
俗
化
さ
れ
て
き
て
、
生

活
型
観
光
地
が
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
心
配
で
な
ら
な
い
し
、
特
に
最
近

は
皆
さ
ん
方
か
ら
そ
う
し
た
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
だ
規

制
等
を
も
っ
て
対
応
す
れ
ば
す
む
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
姿
は
、

ひ
と
つ
の
自
治
体
で
は
困
難
で
あ
る
今

日
、
今
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
精
神
」
や

「
こ
だ
わ
り
論
」
を
通
じ
て
�
ゆ
ふ
い
ん
�

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
、
自
然
環

境
や
住
環
境
あ
る
い
は
農
村
景
観
を
大
切

に
し
た
生
活
型
観
光
地
�
ゆ
ふ
い
ん
�
を
、

よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
や
は
り
同
じ

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
と
し
て
も
今
こ
こ
で
、
規
制
等
を
取

り
入
れ
た
条
例
を
も
っ
て�
ま
ち
づ
く
り
�

に
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
か
、
頭
を
悩
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
�
ゆ
ふ
い
ん
�
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
通
し
て
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
の
議

論
や
調
査
内
容
を
検
討
し
て
い
く
な
か

で
、
皆
さ
ん
方
か
ら
の
良
き
知
恵
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
疑
問
に
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
町
内
外
か
ら
の
学
識
経
験

者
や
都
市
計
画
等
の
精
通
者
を
も
っ
て
構

成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
戦
略
会
議
」

を
設
立
し
て
、
早
い
時
期
に
何
ら
か
の
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
た
だ
た
ん
に
協
議
を
重

ね
て
い
く
だ
け
の
会
議
で
は
な
く
、
今
日

的
な
課
題
（
改
革
の
時
代
）
を
と
ら
え
て
、

真
の
�
ゆ
ふ
い
ん
�
の
�
ま
ち
�
づ
く
り

の
基
本
理
念
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
が
残
し
て
い
た
だ
い
た
、
こ

の
�
ゆ
ふ
い
ん
�
の
�
ま
ち
�
を
、
町
民

の
皆
様
方
と
共
に
手
を
た
ず
さ
え
、
今
日

よ
り
も
更
に
素
晴
ら
し
い
�
ま
ち
�
に
育

み
、
次
世
代
の
�
ゆ
ふ
い
ん
�
を
担
う
子

供
た
ち
に
、
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

　■
 

今
・〝
ゆ
ふ
い
ん
〞が
！

大 分 県

 湯  布  院 町 長
ゆ ふ いん

吉 村 格 哉

蛇
越
展
望
所
か
ら
望
む
由
布
院
盆
地
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国
土
交
通
省
は
八
月
一
日
「
平
成
十
三

年
版
日
本
の
水
資
源
」（
水
資
源
白
書
）
を

発
表
し
た
。

　

白
書
は
、
豊
か
な
暮
ら
し
と
水
資
源
と

し
て
、
社
会
経
済
発
展
の
た
め
、
多
く
の

水
資
源
開
発
を
行
い
、
河
川
や
湖
沼
の
水

質
悪
化
、
河
川
水
量
の
減
少
、
地
盤
沈
下

等
を
招
い
て
き
た
と
し
、「
水
は
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
使
え
る
の
が
あ
た
り

ま
え
」
と
の
考
え
方
及
び
日
常
生
活
に
お

け
る
節
水
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る

ー
等
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
水
資
源
の
状
況
で
は
、
平
成
十

二
年
の
年
降
水
量
の
平
均
は
、
一
、
五
六

九
㍉
で
、
例
年
の
平
均
降
水
量
（
一
、
七

一
四
㍉
）
に
比
べ
一
四
五
㍉
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
年
の
水
使
用
実

績
は
、
取
水
量
ベ
ー
ス
で
約
八
八
七
億
立

方
㍍
（
生
活
用
水
約
一
六
四
億
立
方
㍍
、

工
業
用
水
約
一
三
七
億
立
方
㍍
、
農
業
用

水
約
五
八
六
億
立
方
㍍
）、生
活
用
水
使
用

量
は
約
一
四
四
億
立
方
㍍
（
前
年
比
○
・

一
％
増
）
で
一
人
一
日
平
均
使
用
量
は
三

二
三
㍑
（
同
○
・
三
％
減
）、
工
業
用
水
の

淡
水
使
用
量
は
約
五
五
二
億
立
方
㍍
（
同

○
・
六
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
資
源
開
発
の
現
状
と
し
て
、
平
成
十

二
年
度
に
完
成
し
た
都
市
用
水
又
は
農
業

用
水
の
開
発
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
等
水
資

源
開
発
施
設
は
、
全
国
で
二
二
施
設
、
年

間
の
開
発
水
量
は
、
都
市
用
水
が
約
八
二

六
百
万
立
方
㍍
、
農
業
用
水
が
約
五
七
百

万
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
は
、
東
海
、
近
畿
、

四
国
の
各
地
域
に
お
い
て
取
水
制
限
が
実

施
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年
版
水
資
源
白
書
発
表

―
国
土
交
通
省
―

農
業
経
営
政
策
大
綱
ま
と
ま
る

　

総
務
省
自
治
行
政
局
過
疎
対
策
室
は
、

こ
の
度
「
過
疎
対
策
の
現
況
」
に
つ
い
て

公
表
し
た
。

  
こ
れ
は
、
昨
年
三
月
に
成
立
し
た
過
疎

地
域
自
立
促
進
法
に
基
づ
く
過
疎
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
最
新
の
デ
ー

タ
を
基
に
過
疎
地
域
や
過
疎
対
策
の
現
況

を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
中
央
省
庁
等

の
再
編
に
よ
る
新
府
省
に
記
述
を
改
め
て

い
る
。

  
こ
れ
に
よ
る
と
、
過
疎
に
指
定
さ
れ
た

過
疎
市
町
村
数
は
一
、
一
七
一
団
体
と
市

町
村
総
数
の
三
六
・
三
％
、
人
口
で
は
全

国
の
六
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
面

積
で
は
国
土
の
約
半
分
、
市
町
村
の
四
割

弱
を
占
め
て
い
る
。
過
疎
地
域
は
人
口
減

少
が
著
し
い
ほ
か
、
全
国
に
先
駆
け
た
高

齢
社
会
で
あ
り
、
財
政
力
指
数
は
、
平
成

十
一
年
度
に
お
い
て
、
全
国
の
市
町
村
平

均
が
〇
・
四
一
で
あ
る
の
に
対
し
、
過
疎

地
域
市
町
村
平
均
は
〇
・
一
九
と
き
わ
め

て
脆
弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
市
住
民
の
農
山
漁
村
等
と
の

関
わ
り
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
観

光
･
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
交
流
の
ニ
ー
ズ

が
高
く
、
移
住
や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
所

有
に
関
心
を
示
す
な
ど
、
交
流
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。

  
過
疎
対
策
事
業
の
実
績
と
し
て
は
、
現

行
の
自
立
促
進
法
に
基
づ
く
前
期
自
立
促

進
計
画（
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
六
年
度
）

に
お
け
る
過
疎
対
策
事
業
の
計
画
額
は
約

十
八
兆
円
で
あ
り
、
分
野
別
に
は
、「
生
活

環
境
の
整
備
」
や
「
高
齢
者
の
保
健
・
福

祉
」
等
の
シ
ェ
ア
が
従
来
以
上
に
高
く

な
っ
て
い
る
。

  
な
お
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、

こ
の
概
要
版
を
公
開
し
て
い
る
。 

「
過
疎
対
策
の
現
況
」

に
つ
い
て
ま
と
ま
る

   
農
水
省
は
八
月
三
十
日
、
農
業
経
営
政

策
の
見
直
し
･
再
編
の
方
向
を
示
す
政
策

大
綱
と
し
て
「
農
業
構
造
改
革
の
た
め
の

経
営
政
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

食
料
･
農
業
･
農
村
基
本
法
と
同
基
本

計
画
で
は
、「
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
」を
育
成
し
、
こ
れ
ら
が
農
業
生
産

の
相
当
部
分
を
担
う
「
望
ま
し
い
農
業
構

造
」
を
目
指
す
と
規
定
し
て
い
る
が
、
本

大
綱
は
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
の
具
体
的

な
政
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

  
大
綱
で
は
、「
育
成
す
べ
き
農
業
経
営
」

を
「
認
定
農
業
者
」
の
い
る
経
営
体
を
基

本
に
す
る
と
明
確
化
し
、
諸
施
策
を
集
中

的
・
重
点
的
に
支
援
し
農
業
構
造
の
改
革

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
認
定

農
業
者
制
度
は
各
市
町
村
に
よ
っ
て
認
定

基
準
に
格
差
が
見
ら
れ
る
な
ど
制
度
運
営

上
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
そ
の
検
証
・
見

直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
導
入
を
目
指
す
「
農
業

経
営
を
単
位
と
し
た
所
得
安
定
対
策
」
で

は
、
農
産
物
に
特
有
な
価
格
の
激
し
い
変

動
に
伴
う
収
入
又
は
所
得
の
変
動
を
緩
和

す
る
た
め
の
方
策
を
、
農
家
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
促
す
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

し
、
国
が
全
額
負
担
す
る
直
接
支
払
い
方

式
よ
り
加
入
者
の
自
己
負
担
を
前
提
条
件

と
す
る
保
険
方
式
を
検
討
の
基
本
に
据
え

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
農
家

の
収
入
・
所
得
の
把
握
が
困
難
な
上
に
相

当
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
や
、
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
や
す
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
新
制
度
の
具
体
的
な
構
築
に
は
保
険

方
式
を
基
本
に
し
つ
つ
積
み
立
て
方
式
も

含
め
、
農
業
者
の
意
向
の
把
握
や
必
要
な

デ
ー
タ
ー
の
収
集
・
分
析
を
し
つ
つ
、
さ

ら
に
検
討
が
必
要
と
し
て
い
る
。
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